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令和2年度
教育委員会の事務に関する点検・評価報告書

（素案）に対する意見書



第２章　施策別点検・評価

政策名

施策名 担当課

教育施策
審議会

による意見
(たたき台）

教育施策
審議会

による意見

令和2年度
教育委員会
の事務に関
する点検・評

価報告書
（素案）に対
する意見書

１　「生きる力」を育む学校教育の推進

小中一貫教育・施策推進課

○「発達や学びの連続性」や「育ちの連続性」を踏まえた教職員・保育士・関係機関の研修を今後も計画的・組織的に進めていただ
きたい。

○障がい児の幼稚園の入園の促進について、H29より子ども家庭課へ移管されていますが、小学校入学時の学習のスタートに幼
稚園での支援の成果が着実に引き渡しされるように、子ども家庭課と教育委員会の密な連携を求めます。

○「幼保小連携アクションプラン事業」については、昨年度・今年度とコロナ禍により教職員が集う研修の場を設定することが難し
かったと思うが、オンラインによる研修会や交流会を工夫することが必要ではないか。

○幼児教育はこれからの人生のすべての教育の土台になるところから、これまで家庭・地域で身につけたものを基に、これからの
教育へつなげていくことが大切である。

○子どもの数は減少傾向にあるが、丁寧な対応で良い教育を望みます。

▼
・子どもの数は減少傾向にあるが、幼児教育はこれからの人生のすべての教育の土台になるところから、これまで家庭・地域で身
につけたものを基に、これからの教育へつなげていくことができるよう、継続して支援に取り組んでいただきたい。
・「幼保小連携アクションプラン事業」については、発達や学びの連続性」や、育ちの連続性を踏まえた教職員・保育士・関係機関の
研修を今後も計画的・組織的に進めていただき、オンライン等を活用した新たな取組についても検討を進めていただきたい。
・障がい児の幼稚園の入園の促進について、H29より子ども家庭課へ移管されていますが、小学校入学時の学習のスタートに幼稚
園での支援の成果が着実に引き渡しされるように、子ども家庭課をはじめとする関係機関と密に連携をし、取り組みを進めていた
だきたい。

（参考）前年度

・幼保小の連携は小学校への円滑な接続を図る上で重要なので、今まで以上に幼保小の連携を強化し、情報交流や授業交流を
充実していただき、幼児教育と小学校教育双方への理解を深める取り組みを進めていただきたい。
・人間形成の基礎となる大切な時期の教育になるため最大の支援が必要であることから、障がいをもつ子や特別な支援を必要と
する子の学びが保障されるように保護者や教育機関、関係機関等で情報の共有ができるよう、連携した取り組みを検討していただ
きたい。

施策１　幼児教育の振興・充実

１　幼児教育の振興・充実
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政策名

施策名 担当課

教育施策
審議会

による意見
(たたき台）

教育施策
審議会

による意見

施策２　豊かな心を育む教育の充実

１　「生きる力」を育む学校教育の推進

２　豊かな心を育む教育の充実 教育総務課、学校教育課

○心の教室相談事業が継続していることを評価します。発達障害を抱える子どもたちへの周囲の理解不足による二次障害によっ
て、不登校や学習放棄が起きているので、心の教室相談に関わる方も最新の発達障害について研修の機会を設けてほしい。例え
ば、「子ども発達支援研究会」（https://kohaken.net/）などでは、オンラインで最新かつ実践的な学びが出来ます。

○良好な結果と思いますが、これからも継続して取り組んでください。

○道徳教育が担う心の教育は、人間形成の基本になるところであるため、大事にしていかなければならない。

・「QU」「hyper-QU」 … 児童生徒の心理的な側面を、質問紙法を用いて調査し学校生活における満足感や意欲、学級集団の状態を測定するも
の。

　・ＳＣ … スクールカウンセラー　　・ＳＳＷ … スクールソーシャルワーカー

▼
・道徳教育が担う心の教育は、人間形成の基本になるところであるため、今後も継続して取り組んでいただきたい。
・心の教室相談事業については、今後もさらに需要を増すと考えられることから、心の教室相談員の配置時間の増加や研修機会の
確保、「QU]「hyper-QU」の導入等、いじめ問題や不登校、学習放棄の解消に向けた取組の拡大について検討していただきたい。
・学校図書館活用事業については、子どもたちが紙媒体の本に触れる機会をより創出するための取組を進めていただけるよう、成
果と課題を整理し、本に触れ豊かな感性を育める環境の整備を進めていただきたい。
・学校教育振興事業については、各学校がそれぞれの課題を共有しながら、現状でも実施可能な創意工夫をこらした事業を今後も
推進していただきたい。

（参考）前年度

・「生きる力を育む」ため、子どもたちの置かれている立場を把握し、それぞれの個性に合わせた最適な学びを実現できるように、北
広島らしい取り組みを考え、継続して取り組んでいただきたい。
・心の教室相談事業について、今後も適切な対応や支援に結びつけられるよう継続していただき、ＳＣやＳＳＷ等との連携がスムー
ズに行われるような仕組みづくりを進めていただきたい。
・学校図書館活用事業については、子どもたちの読書活用をより活発にするため、「まちなか司書」の増員と他地区への拡大を進め
ていただけるよう、成果と課題を整理し、拡大を検討していただきたい。

令和2年度
教育委員会
の事務に関
する点検・評

価報告書
（素案）に対
する意見書

○いじめの問題の根本解決に向けて、居場所のある学級作りのため「ハイパーQ-U」の導入を本市の全小中学校に行ってはどう
か。現在は、各校に任されているが、予算措置が難しい状況にあり、実施できていない。効果は他市などでも確認されている。石狩
市や千歳市など市で予算を組み実施しているので参考にしたい。

○心の教室相談事業は、今後さらに需要を増すと考えられる。各校の不登校傾向児童の増加等を鑑み、「継続」から一歩進めて
「拡充」を求めたい。「拡充」の方向性としては、現在の週２～３日の非常勤体制から、週５日児童生徒の在校時間に連動する形で
の勤務が望ましいと考える。

○学校教育振興事業においては、各学校がそれぞれの課題を共有しながら、現状でも実施可能な創意工夫をこらした事業を推進
していただきたい。

○学校図書館活用事業で、学校司書三名が巡回配置されていることを評価します。今後は西部小学校のように、各小中校に常駐
の司書を配置していくようにお願いしたいです。ICTの導入が進み、子どもたちが紙媒体の本に触れる機会が今後ますます少なくな
りますので、本に触れ豊かな感性を育める環境を整えていって頂きたいです。
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政策名

施策名 担当課

教育施策
審議会

による意見
(たたき台）

教育施策
審議会

による意見

※スタンダード … 中学校区ごとに児童生徒の実態に応じた育みたい視点を示したもの。

施策３　確かな学力を育てる教育の充実

１　「生きる力」を育む学校教育の推進

３　確かな学力を育てる教育の充実
小中一貫・教育施策推進課、

学校教育課

▼

・学力向上推進事業については、通常級の中で、文科省が定める発達障害のひとつである学習障害（LD)の子どもたちへの支援が
見落とされがちな傾向があるので、児童生徒の学力状況を学校毎、中学校区毎に分析したり、研修を進めていることが効果的であ
り、今後も個に応じた指導方法の工夫や改善を継続して進めていただきたい。
・低学年時から基礎的基本的な事項を徹底して身につけさせることで、自信につながり確かな学力に向いていくと考えられるので、
人的支援を拡充し、きめ細かな教育が進められるよう現状の成果と課題を整理し、拡大に向けて検討を進めていただきたい。

（参考）前年度

・学校教育相談員活用事業については、今後も指導主事の配置を継続していただき、各学校の教育課題の解決に取り組んでいた
だきたい。
・学力向上推進事業については、児童生徒が主体的な学習態度を身につけ、確かな学力の定着を図る取り組みを今後も進めてい
ただき、中学校区ごとで行っている各種学力調査やスタンダードを検証し、その結果の周知についても検討していただきたい。

令和2年度
教育委員会
の事務に関
する点検・評

価報告書
（素案）に対
する意見書

○低学年において基礎的基本的な事項を徹底して身につけさせ、自信がつくと「自走サイクル」が動き出し確かな学力に向いていく
と考える。そのためには、本市における特別支援教育支援員とは別に、学力定着支援員を設置するなど人手を増やしきめ細かな
支援を増やしてはどうか。

○学力向上推進事業については、児童生徒の学力状況を、学校毎、中学校区毎に分析したり、研修を進めていることが効果的で
あり、今後も継続していただきたい。

○目標に向かう実践と評価が大切であり、有効な実践の継続が必要である。

○基準値から考えると悪くないと思われますが、目標値に向けて継続して取り組んでください。

○学力向上推進事業において、個に応じた指導方法の工夫や改善が進められていることを評価します。
通常級の中で、文科省が定める発達障害のひとつである学習障害（LD)の子どもたちへの支援が見落とされがちです。特にディス
レクシアの子どもたちは現場で気を付けて目を向ければ発見でき、早期の適切なサポートが可能になります。
ディスレクシアのこどもたちを発見するために、チェックリストを活用するとよいと思います。チェック方法については、NPO法人Edge
（https://www.npo-edge.jp/educate/）の相談・アセスメントツールをご参照下さい。
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政策名

施策名 担当課

教育施策
審議会

による意見
(たたき台）

教育施策
審議会

による意見

施策４　健やかな体を育てる教育の充実

１　「生きる力」を育む学校教育の推進

４　健やかな体を育てる教育の充実
教育総務課、学校教育課,

給食センター

○食に関する指導の推進事業については、引き続き栄養教諭や給食センターの指導を中心としながらも、外部講師の派遣にも期待
したいところである。

○子どもの体力向上推進研究事業、部活用指導員制度運用事業において、外部指導者の導入が進んでいることを評価します。今
後も積極的に派遣人数の拡大を進めて下さい。

○コロナの関係で部活動や対外試合などの実施が難しい状況があるとおもわれるが、地域や保護者等と連携しながら体力向上や
健康づくりを工夫する必要がある。そのための連携や啓発を強化することが大切ではないか。

○食に関する指導の推進は、学校給食を中核にして、家庭の食事へと広げることが必要である。

令和2年度
教育委員会
の事務に関
する点検・評

価報告書
（素案）に対
する意見書

・食に関する指導の推進事業については、学校給食を中核にして、家庭の食事へと広げることが必要であることから、今後も栄養教
諭や給食センターの指導を中心としながらも、外部講師の活用等についても配慮をしていただきたい。
・子どもの体力向上推進研究事業については、外部指導者の導入が進めることで、児童生徒の体力・技術や教員の指導力向上に
つながることから、今後も継続していただき、拡大に向けて取組を進めていただきたい。
・部活用指導員制度運用事業については、専門家が技術指導等を行うことにより、生徒の競技力・技術力の向上や教職員の多忙化
解消及び負担軽減が図られることから、今後も積極的に拡大、発展に向けて取り組んでいただきたい。
・コロナ禍で運動の機会や部活動、対外試合などの実施が難しい状況があるが、地域や保護者等と連携しながら体力向上や健康
づくりに向けて情報発信や啓発に取り組んでいただきたい。

▼

（参考）前年度

・食に関する指導の推進事業について、有効な食育を実践することで、朝食の取得だけでなく、望ましい食習慣の推進、体づくりや
体力の向上にもつながることから、教育現場と家庭が連携した取り組みを進めていただきたい。
・給食については、より安全かつおいしい給食が提供されるよう、引き続き、給食内容の充実に取り組んでいただきたい。
・部活動指導員制度運用事業については、教員の多忙化解消及び負担軽減等につながるとともに、専門的な外部指導者が指導す
ることで、子どもたちの知識・技能を高める効果も期待できることから、発展・拡大に取り組んでいただきたい。
・体力向上事業について、専門的知識をもった指導を行い、児童生徒の体力・技術の評価をすることにより、向上が期待できるので
進めていただきたい。

○部活動指導員制度運用事業については、部活動の目的や実情を応じた教職員の多忙化解消及び負担軽減を図り、発展・拡大に
取り組んでいただきたい。
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政策名

施策名 担当課

教育施策
審議会

による意見
(たたき台）

教育施策
審議会

による意見

・学校ICT環境整備事業については、教職員のICTに対する理解を深め、活用・指導力向上のための研修等を充実させて、現場
でICTが使いこなせる環境となるよう、引き続き人的・物的な整備を進めていただきたい。
・IＣＴ活用推進計画に基づき、ＧＩＧＡスクール構想が着実に進んでいるところであるが、一人一台パソコン端末をどのような場で、
どのように活用するのか、また、その弊害は何かなど、有効な活用方法を児童生徒に身につけさせるよう、教育活動の質の向上
へ取り組んでいただきたい。

▼

（参考）前年度

・タブレット端末の導入や最新機器へのアップデート、メンテナンス等、最新の学習環境が整備されるよう積極的に取り組んでい
ただくとともに、通信環境や家庭環境などの周辺整備についても取り組んでいただきたい。
・ＩＣＴが有効かつ積極的に活用されるよう、教員への情報提供や支援、外部講師の派遣や専門指導員の配置等についても検討
していただきたい。
・教職員へ読み書きに支援が必要な児童生徒に対するＩＣＴの活用についての最新情報を浸透させていただき、通常学級におけ
る読み書きに支援が必要な児童生徒等へのタブレット端末の活用をサポートしていけるような体制づくりを進めていただきたい。

令和2年度
教育委員会
の事務に関
する点検・評

価報告書
（素案）に対
する意見書

○成果については概ね良好と思います。今後、合わせて教職員のICTに対する理解を深める機会についても増やしていただけ
ればと思います。

○ＩＣＴ活用推進計画に基づき、一人一台パソコン端末、ＧＩＧＡスクール構想が着実に進んでいるところであるが、今後も教育活
動の質の向上を改善すべき策を模索し続けていただきたい。

○学校ICT環境が継続的に整備されていることを評価します。教員のICT活用・指導力向上のため、研修等を充実させて、現場で
ICTが使いこなせる環境を引き続き整えてほしいです。また、学習に困難を覚える子どもたちがICTを使って学べるように、教員の
研修機会を設けてほしいです。
例えば、東京大学大学院教育学研究科附属バリアフリー教育開発研究センター・教育学研究員の平林さんのサイト「平林ルミの
テクノロジーノート」（https://rumihirabayashi.com/）など、参考にして頂けると思います。

○市内の小・中学校等に於いては、ICTの充実や活用が完備されているようだが、ICTの活用による授業がオールマイティではな
いことを考え、どのような場で、どのように活用するのか、また、その弊害は何かなどを児童生徒に、しっかりと教育する必要があ
るように思う。

○有効な活用方法を児童生徒に身につけさせることが大事だと思う。

施策５　ＩＣＴの活用による教育の充実

１　「生きる力」を育む学校教育の推進

５　ＩＣＴの活用による教育の充実
教育総務課、

小中一貫・教育施策推進課
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政策名

施策名 担当課

教育施策
審議会

による意見
(たたき台）

教育施策
審議会

による意見

・特別支援学級等において、個別の指導計画・個別の教育支援計画は100％作成され、指導に活用されていると思われるが、作
成にあたり保護者や教師間で共有し、評価等の場でどのように活用されているか。また、通常学級にいる指導上困難を有する子
どもの指導資料としてどの程度作成、活用されているか検証いただき、今後の支援に向けた検討を進めていただきたい。
・特別支援教育推進事業について、誰一人取り残すことのない教育の構築を目指し、学びを保障するために特別教育支援員等
の適正な配置や学習に困難を抱える子どもたちへの支援、学習障害等の通級指導の充実についても検討を進めていただきた
い。

▼

（参考）前年度

・特別支援教育の質の向上を図るため、特別支援学級担当教員や特別支援教育支援員等の適正な配置、通級指導教室の設
置を進めるとともに、各関係機関とのさらなる連携した取り組みを進めていただきたい。
・読み書き困難等の児童生徒に対する早期の発見と支援を進めるため、最新のスクリーニングテスト等の情報を収集し情報提
供するとともに、特別支援教育コーディネーターと連携が取れた学校環境づくりを進めていただきたい。
・特別支援教育について、正しい理解の周知を繰り返し促し、今後も児童生徒の居場所づくりや人間関係づくりを支援していただ
きたい。

令和2年度
教育委員会
の事務に関
する点検・評

価報告書
（素案）に対
する意見書

○継続して取り組んでください。

○特別支援教育推進事業については、誰一人取り残すことのない教育の構築を目指し、学びを保障するためにも、配置人数の
拡大を進めていただきたい。

○特別な支援を要する児童生徒は、発達障害の子どもも対象となります。文科省が定める発達障害の定義では、LD（学習障害）
もそれに含まれておりますが、学習に困難を抱える子どもたちへの支援が見落とされがちです。
たとえば、こどもが学習面で困難を抱えているか確認できるチェックリストを活用するとよいと思います。教員がLDの子どもを見
落とさないように、教育現場で導入することを希望します。
現在開かれている通級指導教室は、ADHD等と言語ですが、発達障害の一つであるLD（学習障害）には通級がありません。文科
省が発表している特別支援教育の教育支援資料（https://www.mext.go.jp/a_menu/shotou/tokubetu/mext_00800.html）の項目８
の中でも、学習障害の子どもへの支援策が記載されております。学習障害の子どもたちの支援として、通級の開設を強く希望致
します。

○特別支援学級等に於いては個別の指導計画・個別の教育支援計画は100％作成され、指導に活用されていると思われるが、
作成にあたって保護者や教師間で共有されているか、また、評価等の場でどのように共有活用されているかを検証する必要が
ある。また、通常の学級にいる指導上困難を有する子の指導資料としてどの程度作成、活用されているかも検討する必要があ
る。

施策６　特別支援教育の充実

１　「生きる力」を育む学校教育の推進

６　特別支援教育の充実 学校教育課
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政策名

施策名 担当課

教育施策
審議会

による意見
(たたき台）

教育施策
審議会

による意見

・外国語指導助手活用事業については、学習困難への対応や支援について知識のある外国語指導助手の採用や研修の機会を設
けていきただき、外国語教育の充実に向けた更なる取り組みを進めていただきたい。
・小学校から高校まで引き継がれるキャリアパスポート（きたひろ夢ノート）の効果的な取組について検討し、更に効果的なノートとし
て活用できるよう、改訂に向けた準備を進めていただきたい。
・プログラミング教育の実践・検証について、今後も効果を継続的に観察し、有意義なものとなるよう検討を進めていただきたい。

▼

（参考）前年度

・変化の激しい社会の中で、次世代に予想される未知の状況に対しても、柔軟に対処できる能力の育成に向けた取り組みを進めて
いただきたい。
・外国語指導助手活用事業については、今後も外国語科・外国語活動の時数増に合わせた、人数の確保に引き続き取り組んでい
ただき、日本人外国語指導助手の更なる活用や専科制も視野に置き、専門性の向上と小学校担任の負担軽減に向けた取り組みを
進めていただきたい。

令和2年度
教育委員会
の事務に関
する点検・評

価報告書
（素案）に対
する意見書

○プログラミング教育の実践・検証について、今後も効果を継続的に観察し、有意義なものとなるよう調整を行っていく必要があると
考えます。

○小学から高校まで引き継がれるキャリアパスポート（きたひろ夢ノート）の効果的な取組を検討し、更に効果的なノートとしていた
だきたい。

○外国語教育の充実をするため、小学校での外国語教育が実施されておりますが、それに伴い英語型のディスレクシアによる英語
学習困難が発生していると推測されます。早いうちに発見して支援するためにも、英語型ディスレクシアへの対応と支援について知
識のある外国語指導助手を採用して頂くとともに、現在教育現場にいる指導助手に対しても英語型ディスレクシアに関する研修の
機会を設けて頂きたいです。
（参考図書：怠けてなんかない!サードシーズン 読む・書く・記憶するのが苦手な子どもたちが英語を学ぶとき　品川裕香著）
（参考Webサイト：ロンドン大学の英語型ディスレクシアへの支援を学ぶ講座、無料＆英語音声
https://www.coursera.org/lecture/dyslexia-difficulties/introductory-video-QNZ8z　）

施策７　社会の変化や課題に対応した教育の推進

１　「生きる力」を育む学校教育の推進

７　社会の変化や課題に対応した教育の推進 教育総務課、学校教育課
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政策名

施策名 担当課

教育施策
審議会

による意見
(たたき台）

教育施策
審議会

による意見

・コミュニティ・スクール推進事業については、全中学校区への拡大に向けて、先行事例を生かしつつ成果と課題を共有し、地域の
特性や事情に合わながら、導入に向けた準備を進めていただきたい。

▼

（参考）前年度

・コミュニティ・スクール推進事業については、実施校での成果と課題を洗い出し、他地域が注目するような「北広島らしい」持続可
能な取り組みとなるよう、学校・家庭・地域への情報発信と理解を広める取り組みを進め、全中学校区でそれぞれの地域特性を生
かしたコミュニティ・スクール導入に向けて計画的に取り組みを進めていただきたい。

令和2年度
教育委員会
の事務に関
する点検・評

価報告書
（素案）に対
する意見書

○コミュニティ・スクールを全中学校区に拡大することはよいと思います。先行事例を生かして、かつ、地域の事情に合わせた運用
となればと思います。

○コミュニティ・スクール推進事業については、各中学校区の成果・課題を共有し、地域の特性を生かした導入に向けての準備を
進めていただきたい。

施策８　開かれた学校づくりの推進

２　信頼され、魅力ある学校づくりの推進

８　開かれた学校づくりの推進
学校教育課、小中一貫・教育施策推進
課

8



政策名

施策名 担当課

教育施策
審議会

による意見
(たたき台）

教育施策
審議会

による意見

・小中一貫教育推進事業については、地域的環境を生かした小中一貫教育の推進を継続して進めていただき、全国サミット開催市
として準備を進めていただきたい。
・学校事務機器整備事業については、学習プリントやお便りなどがカラー印刷され、子どもたちのみならず保護者へも情報が伝わり
やすくなったことから、今後も継続して取り組んていただきたい。
・各種支援事業については、「子どもの権利条約」や「子どもの貧困対策」を基盤とした支援や取組を継続して行っていただきたい。

▼

（参考）前年度

・教師用指導書等整備事業について、小学校教科書改訂に合わせて指導書の配置をしていただいた。今後も教育の充実のため取
り組みを継続していただきたい。
・小中一貫教育推進事業については、授業交流や合同授業などが実施され「中一ギャップ」の解消に寄与していることから、小中学
校での書式の標準化等についても検討するなど、今後もより充実した取り組みになるようにしていただきたい。
・来年度の全国サミット開催に向けて、事業の様子や成果がわかるよう取り組みを進めていただきたい。
・学校支援の内容は多岐にわたるため、学校支援地域本部事業と関係機関が連携して効果的に学校支援に当たれるよう取り組み
を進めていただきたい。

令和2年度
教育委員会
の事務に関
する点検・評

価報告書
（素案）に対
する意見書

○継続して取り組んで下さい。

○学校事務機器整備事業が進み、学習プリントやお便りなどがカラー印刷され、子どもたちのみならず保護者へも情報が伝わりや
すくなり、大変よい取り組みだと思います。

○本年度の小中一貫教育全国サミット開催市として、どのような成果の発表がなされるのか、期待をしています。

○北広島市の4地区に分かれた地域的環境を生かした小中一貫教育は期待できるものです。是非成果を上げていただきたい。

○各種支援事業については、「子どもの権利条約」や「子どもの貧困対策」を基盤とした支援や取組を継続して行っていただきた
い。

施策９ 教育環境の整備

２　信頼され、魅力ある学校づくりの推進

９ 教育環境の整備
教育総務課、学校教育課、

小中一貫・教育施策推進課、
社会教育課
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政策名

施策名 担当課

教育施策
審議会

による意見
(たたき台）

教育施策
審議会

による意見

・家庭教育推進事業では、家族で過ごす時間を考えると、家庭での教育のあり方は重要で、家庭での教育をどうするべきかよく検
討すべき時代となっており、PTAは重要な位置にあることから、学校と家庭が連携するための支援や方策の検討を進めていただき
たい。
・北広島市ＰＴＡ連合会支援事業では、コロナ禍でも行える研修会や講演会等を模索し、学校と家庭が連携して教育力を高めていく
取組を進めていただきたい。

▼

（参考）前年度

・学校以外での子どもの教育については、家庭教育が重要であるため、生活習慣の向上や自立心の育成など「家庭の教育力」の
向上にむけて、丁寧な支援や方策の検討を進めていただきたい。

令和2年度
教育委員会
の事務に関
する点検・評

価報告書
（素案）に対
する意見書

○北広島市ＰＴＡ連合会支援事業では、コロナ禍でも行える研修会や講演会等を模索し、学校と連携して、家庭の教育力を高めて
いく取組を進めていただきたい。

○家族で過ごす時間を考えると、家庭での教育のあり方は重要です。情報過多の時代、真偽不明の教育方法が飛び交う中、家庭
での教育をどうするべきかよく検討すべき時代となっており、その意味でPTAは重要な位置にあると考えます。支援にあたっては、
学校と家庭が連携する意味について理解し、意味のある予算の使われ方が必要です。

施策１０　家庭の教育力向上への支援内容の充実

３　やさしく支えあう教育連携の推進

学校教育課・社会教育課１０　家庭の教育力向上への支援内容の充実
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政策名

施策名 担当課

教育施策
審議会

による意見
(たたき台）

教育施策
審議会

による意見

施策１１　教育相談体制の充実

３　やさしく支えあう教育連携の推進

１１　教育相談体制の充実 学校教育課

・みらい塾が開設されている建物の経年劣化が進んいるため、子どもたちが楽しく通える環境整備について取り組みを進めていた
だきたい。
・不登校いじめ対策・教育相談事業は、学校に配置されている心の相談員やスクールカウンセラー等の人材活用、子どもサポート
センターやみらい塾等の施設活用も推進されている。複雑な状況下においても適切な支援が行われるよう、個に応じた対応をすす
めていただきたい。

▼

（参考）前年度

・不登校いじめ対策・教育相談事業は、不登校やいじめが無くならない状況の中で不可欠なものであることから、継続していただき
たい。
・個々のケースによる様々な相談内容に応じて、適切な支援が行われるよう、関係機関と連携し、ひとりひとりに向き合った対応が
可能となるようなフォロー体制の構築に向けた取り組みを進めていただきたい。

○みらい塾が開設されている建物の経年劣化が進んでおり、雑草などが生い茂っている様子が伺えます。子どもたちが楽しく通え
る環境を整えることが必要だと思います。

○子どもサポートセンター相談員が、各校に有効な助言を与えてくれている。人数を増やし、支援体制の強化を行うことは、学校現
場のニーズと合致する。

令和2年度
教育委員会
の事務に関
する点検・評

価報告書
（素案）に対
する意見書

○不登校いじめ対策・教育相談事業は不登校やいじめが無くならない状況の中不可欠なものであることから、継続していただきた
い。

○教育相談の件数が大幅に増大している背景には、コロナ等による児童生徒間の交流不足等の影響が大きいと考えられるので、
学校と家庭との連携強化をより一層強化する必要があると考える。

○教育方法の多様性のみえてきている昨今、不登校への見方を考えてみてはどんなものでしょうか。

○不登校いじめ対策・教育相談事業は、学校に配置されている心の相談員やスクールカウンセラー等の人材活用、子どもサポート
センターやみらい塾等の施設活用も推進されている。複雑な状況下においても適切な支援が行われるよう、個に応じた対応をすす
めていただきたい。

○重要と思いますので、継続して取り組んで下さい。
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政策名

施策名 担当課

教育施策
審議会

による意見
(たたき台）

教育施策
審議会

による意見

・成人式開催事業については、最良の形での実施を目指して取組を進めていただきたい。
・青少年健全育成事業については、非行・問題行動等の減少は、ＰＴＡやコミュニティ・スクール、地域や関係団体の取組の成果で
もあるため、今後も連携や活動の推進に向けた取組を進めていただきたい。

▼

（参考）前年度

・青少年に対する健全育成活動を充実するため、学校や家庭だけではなく、関係機関等と連携した取り組みにつなげられるよう、
ネットワークづくりや機会の創出について検討を進めていただきたい。
・放課後子供教室事業について、子どもの居場所づくりに寄与していることから、今後も充実した取り組みとなるよう、市民参画を
促すような働きかけをしていただきたい。

令和2年度
教育委員会
の事務に関
する点検・評

価報告書
（素案）に対
する意見書

○成人式の今後が気になります。最良の形を目指して取り組みを続けて下さい。

○青少年健全育成事業については、非行・問題行動等の減少は、ＰＴＡやコミュニティ・スクール、地域や関係団体の取組の成果
でもあるため、今後の連携や活動に一層期待していきたい。

施策１２　地域が支える健全育成活動の充実

３　やさしく支えあう教育連携の推進

１２　地域が支える健全育成活動の充実 学校教育課・社会教育課
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政策名

施策名 担当課

教育施策
審議会

による意見
(たたき台）

教育施策
審議会

による意見

・生涯学習市民活動団体支援事業について、市民が活動を発表する場となって生きがいを見出していることから、今後も継続してい
ただき、市民の参加を促すような情報発信や活動の充実、感染症対策に取り組んでいただきたい。
・生涯学習振興会支援事業については、各地区生涯学習推進アドバイザーが中心となり、工夫された効果的な活動を行っているた
め、地域学校協働活動への連携につながるよう取組を進めていただきたい。

▼

（参考）前年度

・生涯学習活動は、市民生活の生きがい・やりがいづくりの機会となっているので、活動団体への支援と育成をしていただくととも
に、参加する市民を促すよう、活動の充実や情報発信に取り組んでいただきたい。

令和2年度
教育委員会
の事務に関
する点検・評

価報告書
（素案）に対
する意見書

○withコロナの時代にあって、取組みは難しい面があったと思います。ワクチン接種が行き渡った後のafterコロナに向けて準備をし
ていただければと思います。

○生涯学習振興会支援事業については、各地区生涯学習推進アドバイザーが中心となり、工夫された効果的な活動を行っている
ため、地域学校協働活動への連携にまでつなげていただきたい。

○市民が活動を発表する場となって生きがいを見出していることから、継続していただき参加する市民を促すように情報発信に工夫
をしていただきたい。

○昨年度と今年度は、コロナ禍により公共施設の閉鎖によりサークル活動の場がうしなわれたが、生涯学習には継続して研鑽する
ことが大事です。

施策１３　市民の学習活動への支援内容の充実

４　学びあい、教えあう社会教育の推進

１３　市民の学習活動への支援内容の充実 社会教育課
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政策名

施策名 担当課

教育施策
審議会

による意見
(たたき台）

教育施策
審議会

による意見

・国際交流事業については、今日的な社会情勢や国際交流の在り方を検討し、ＳＤＧｓも意識した活動を推進していただきたい。
・オンラインを活用した遠隔会議や学習システムを、市民団体が手軽に使えるための環境づくりや利用方法の学習機会の整備に
向けた検討を進めていただきたい。

▼

（参考）前年度

・国際交流事業については、社会情勢に対応できるようオンライン等による交流のあり方についても検討を進めていただきたい。
・フレンドリーセンター運営事業については、主体的な学習活動を支援し、多様な力を育成する学習機会の提供となるよう事業の
あり方について検討を進めていただきたい。

令和2年度
教育委員会
の事務に関
する点検・評

価報告書
（素案）に対
する意見書

○国際交流事業については、今日的な社会情勢や国際交流の在り方を検討し、ＳＤＧｓも意識した活動を推進していただきたい。

○遠隔会議、学習システムを市民団体が手軽に使えるための環境づくりや、利用方法の学習の場など、準備いただければと思い
ます。（skype、zoom等）

施策１４　地域や世代を見据えた学習機会の充実

４　学びあい、教えあう社会教育の推進

１４　地域や世代を見据えた学習機会の充実 社会教育課、文化課
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政策名

施策名 担当課

教育施策
審議会

による意見
(たたき台）

教育施策
審議会

による意見

・社会教育施設については、安心・安全で市民がより利用しやすくなるよう、関連施設と連携を図り、引き続き人的・物的環境の整備
や推進をしていただきたい。

▼

（参考）前年度

・社会教育施設について、関連施設とも連携を図りながら、市民がより利用しやすい施設となるよう、引き続き物的・人的環境の整備
を推進していただきたい。

令和2年度
教育委員会
の事務に関
する点検・評

価報告書
（素案）に対
する意見書

○市民がより利用しやすいよう関連施設と連携を取り、引き続き整備をしていただきたいです。

○公民館のネット環境が気になります。使い易く、安定した状況が必須です。

○公民館並びに開館はコロナ禍対応し、閉鎖期間を設定して環境を整備していた。

○社会教育施設については、市民が安心・安全で利用しやすい場となるように、引き続き人的・物的環境の整備や推進をしていただ
きたい。

施策１５　 施設の充実による学習環境の整備

４　学びあい、教えあう社会教育の推進

１５　 施設の充実による学習環境の整備 社会教育課
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政策名

施策名 担当課

教育施策
審議会

による意見
(たたき台）

教育施策
審議会

による意見

施策１６　 エコミュージアム構想の展開

５　郷土愛を育む教育活動の推進

１６　 エコミュージアム構想の展開 エコミュージアムセンター

・市民が、郷土「北広島」を愛し、誇りに思う心を培うことができるよう、遺産の保存・活用や情報発信の工夫をするなど、今後も内容
の充実・発展に取り組んでいただきたい。

▼

（参考）前年度

・市民が身近なものとして感じられるよう、活用方法や情報発信の工夫をするなど、内容の充実に向けて取り組んでいただきたい。

令和2年度
教育委員会
の事務に関
する点検・評

価報告書
（素案）に対
する意見書

○エコミュージアムについては、今後も改良し発展させていただければと思います。

○市民が、郷土「北広島」を愛し、誇りに思える身近なものとなるよう、活用方法や情報発信の工夫をするなど、内容の充実に取り
組んでいただきたい。
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政策名

施策名 担当課

教育施策
審議会

による意見
(たたき台）

教育施策
審議会

による意見

・郷土の歴史や遺産・文化の伝承・継承は「北広島」の特色につながるものであることから、今後も丁寧に調査、保存し、事業・活動
の支援を進めていただきたい。

▼

（参考）前年度

・事業を通じて、継続的に郷土に対する愛着とふるさと意識をはぐくめるよう、周知、啓発に取り組んでいただきたい。

令和2年度
教育委員会
の事務に関
する点検・評

価報告書
（素案）に対
する意見書

○郷土の歴史、文化の伝承は、北広島市の成立、特色につながるものなので、丁寧に調査、保存していってほしいと思います。

○コロナ禍においても活動できる事業を検討し、伝承・継承していける取組を支援していただきたい。

施策１７　文化財の保存と活用

５　郷土愛を育む教育活動の推進

１７　文化財の保存と活用 エコミュージアムセンター
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政策名

施策名 担当課

教育施策
審議会

による意見
(たたき台）

教育施策
審議会

による意見

・生涯にわたる読書活動を充実させるため、障がいの有無にかかわらず誰もが読書を楽しめるよう、貸出・返却方法の工夫や、様々な
媒体の整備など、読書活動支援を今後も継続して進めていただきたい。

○図書館サービス提供事業については、情報収集データベースを活用した質の高いサービスを今後も継続して行っていただきたい。

施策１８　図書館サービスの充実

６　生涯にわたる読書活動の推進

１８　図書館サービスの充実 文化課

○読みに困難をもつ子どもたちも制限なく読書を楽しめる機会を提供していただきたいです。例えば伊藤忠記念財団が提供している
わいわい文庫では、電子図書が無償で提供されます（https://www.itc-zaidan.or.jp/summary/ebook/waiwai/）。

令和2年度
教育委員会
の事務に関
する点検・評

価報告書
（素案）に対
する意見書

・図書館サービス提供事業については、情報収集データベースを活用した質の高いサービスを今後も継続して行っていただきたい。
・読みに困難をもつ子どもたちや障害の有無にかかわらず誰もが制限なく読書を楽しめるような機会の提供ができるよう、様々な媒体
の整備など、読書活動支援を今後も継続して進めていただきたい。

▼

（参考）前年度
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政策名

施策名 担当課

教育施策
審議会

による意見
(たたき台）

教育施策
審議会

による意見

施策１９　子どもの読書活動推進

６　生涯にわたる読書活動の推進

１９　子どもの読書活動推進 文化課

・ネットに情報があふれる時代にあっても、子どもの想像力を豊かにする読書や読み聞かせは欠かせないものであるため、子どもた
ちへ読書の推進や学校図書館蔵書の充実など、「本」を読むことや「本」に触れる機会を、今後も継続していただきたい。

▼

（参考）前年度

・ネット時代であるがゆえに、「本」を読む機会の提供はより必要となっており、読むことは重要な学習行動であるという啓発も合わせ
て、学校図書館の蔵書の充実や、絵本巡回事業、読書支援モデル事業等の活動を引き続き進めていただきたい。
・ブックキャラバンにより児童の読書意欲の向上や機会の増加につながり、読書活動が進んでいることから今後も継続していただき
たい。

令和2年度
教育委員会
の事務に関
する点検・評

価報告書
（素案）に対
する意見書

○ネットに情報があふれる時代にあっても、読書の価値は不変です。子ども達への読書推進、継続して取り組んで下さい。

○学校図書館蔵書の充実や「本」を読む事や「本」をふれることの大切な事を教えていただきたい。

○子どもの想像力を豊かにする読書や読み聞かせは、特に幼児教育にかかせないものであり、全市的な活動につなげていただき
たい。
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政策名

施策名 担当課

教育施策
審議会

による意見
(たたき台）

教育施策
審議会

による意見

・今後も事業を継続していただき、将来を見据えた実施可能な計画の策定に取り組んでいただきたい。
・成果指標については、実績値や実績数だけでは、判断できないこともあるため、「満足度」等の新たな基準についても検討を進め
ていただきたい。

▼

（参考）前年度

・文化賞・スポーツ賞等表彰事業は市民活動にとって大変励みになっている。今後も継続していただきたい。
・高齢化等に伴い、文化団体の会員数の減少が続いていることから、全市的行事の企画運営の担当者がいなくなっている。イベン
トの集客数の減少もあるので、文化団体活動支援として、活動や企画運営に関わっていただけるよう、検討を進めていただきたい。

令和2年度
教育委員会
の事務に関
する点検・評

価報告書
（素案）に対
する意見書

○成果指標については、実績値や実績数だけでは、判断できないこともあるため、「満足度」等の基準が必要である。

○コロナウイルス対策のため、計画に支障が出ているでしょうが、経験を通じて、将来を見据えた実施可能な計画を考えてくださ
い。

施策２０　個性豊かな地域文化の振興

７　芸術文化活動の振興

２０　個性豊かな地域文化の振興 文化課
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政策名

施策名 担当課

教育施策
審議会

による意見
(たたき台）

教育施策
審議会

による意見

・ボランティア登録者数は市民の関心の現れの数ともいえる数字であり、安定した運営・活動の充実には不可欠であることから、市
民により関心を持っていただけるよう、将来を見据えた計画に取組んでいただきたい。
・成果指標については、実績値や実績数だけでは、判断できないこともあるため、「満足度」等の新たな基準についても検討を進め
ていただきたい。

▼

（参考）前年度

・ボランティア登録者数は、市民の関心の現れの数ともいえる数字であり、概ね目標値に達している。市民協働により芸術文化
ホールの活動が進められていることから、市民により関心を持っていただけるよう、引き続き文化活動の推進を進めていただくとと
もに、安定した運営の充実に取り組んでいただきたい。

令和2年度
教育委員会
の事務に関
する点検・評

価報告書
（素案）に対
する意見書

○コロナウイルス対策のため、計画に支障が出ているでしょうが、経験を通じて、将来を見据えた実施可能な計画を考えてくださ
い。

○成果指標については、実績値や実績数だけでは、判断できないこともあるため、「満足度」等の基準が必要である。

○ボランティア登録者数を増やし、安定した運営・活動の充実に取り組んでいただきたい。

施策２１　市民等との連携による芸術文化活動の展開

７　芸術文化活動の振興

２１　市民等との連携による芸術文化活動の展開 文化課
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政策名

施策名 担当課

教育施策
審議会

による意見
(たたき台）

教育施策
審議会

による意見

（参考）前年度

・健康づくりや生きがいづくり、コミュニティづくりの観点から、他部署と連携を図りながら、スポーツや運動が苦手な高齢者等を対象
とした運動の情報発信と、内容の充実、参加方法の工夫について検討を進めていただきたい。
・さらなる高齢化が見込まれることから、生涯スポーツの重要性は増していくので、今後も事業の推進・充実に取り組んでいただき
たい。

○健康で生きがいのあるスポーツの情報発信やスポーツや運動の不得意な高齢者等を対象とした簡単に楽しく体を動かせる運動
の情報発信に取り組んでいただきたい。

施策２２　健康で生きがいのあるスポーツ活動の推進

８　健康づくりとスポーツ活動の推進

２２　健康で生きがいのあるスポーツ活動の推進 社会教育課

○コロナウイルス対策のため、計画に支障が出ているでしょうが、経験を通じて、将来を見据えた実施可能な計画を考えてくださ
い。

○健康が大切である時代となり、幼児や児童から高齢者まで親しむことができる推進事業を展開していただきたい。

令和2年度
教育委員会
の事務に関
する点検・評

価報告書
（素案）に対
する意見書

・幼児や児童から高齢者まで、市民だれもが健康で生きがいのあるスポーツ活動に親しめるよう、スポーツや運動が苦手な人など
を対象とした簡単に楽しく体を動かせる運動の情報発信や、将来を見据えた事業の展開について検討を進めていただきたい。

▼
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政策名

施策名 担当課

教育施策
審議会

による意見
(たたき台）

教育施策
審議会

による意見

・体育協会活動支援事業やスポーツ少年団育成事業において、トップレベルの技術に触れあえるスポーツ教室や講演会、観戦の機
会等の開催を検討し、スポーツの振興を計画的に進めていただきたい。

▼

（参考）前年度

・競技スポーツ振興のため、北海道日本ハムファイターズ等との連携によるトップレベルのスポーツ観戦や技術に触れあう機会の充
実について検討し、スポーツの振興を図っていただきたい。

○体育協会活動支援事業やスポーツ少年団育成事業においては、共通してできるスポーツ教室や講演会もあり、目的に応じて効
果的に開催していただきたい。

○コロナウイルス対策のため、計画に支障が出ているでしょうが、経験を通じて、将来を見据えた実施可能な計画を考えてください。

○競技スポーツ振興の為、トップレベルの技術に触れあえる機会や観戦の機会を検討して頂きたい。

令和2年度
教育委員会
の事務に関
する点検・評

価報告書
（素案）に対
する意見書

施策２３　競技スポーツの振興

８　健康づくりとスポーツ活動の推進

２３　競技スポーツの振興 社会教育課
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政策名

施策名 担当課

教育施策
審議会

による意見
(たたき台）

教育施策
審議会

による意見

（参考）前年度

・総合体育館やテニスコート等、各施設の利用促進に向けた事業や情報発信をするとともに、市民のニーズに合わせて、利用しや
すい方策の検討を進めていただきたい。

○総合体育館等各施設テニスコート等利用促進に向けた事業や利用の為のアクセス等について方策を検討を進めていただきた
い。

施策２４　スポーツ施設の整備と運営

８　健康づくりとスポーツ活動の推進

２４　スポーツ施設の整備と運営 社会教育課

○学校行事や地域行事を踏まえながら、市民の健康と生きがいを大切にした学校開放を推進していただきたい。

・学校行事や地域行事を踏まえながら、市民の健康と生きがいを大切にした学校開放を推進していただきたい。
・総合体育館や各施設、テニスコート等利用促進に向けた事業や利用の為のアクセス等について方策の検討を進めていただきた
い。

▼

令和2年度
教育委員会
の事務に関
する点検・評

価報告書
（素案）に対
する意見書
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